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ア
サ
ヒ
飲
料
が
４
月
か
ら
発
売
し

て
い
る
緑
茶
新
ブ
ラ
ン
ド
「
颯
」
が

好
調
だ
。
特
長
で
あ
る
「
華
や
か
な

香
り
」
の
キ
ー
と
な
る
の
は
〝
萎
凋

緑
茶
（
微
発
酵
茶
葉
）〟。
こ
の
ほ
ど

茶
葉
製
造
工
程
の
見
学
会
を
開
き
、

「
颯
」
の
こ
だ
わ
り
を
紹
介
し
た
。

　

一
般
的
な
茶
葉
は
収
穫
後
、
蒸
し

て
殺
青
（
さ
っ
せ
い
）
し
茶
葉
の
酸

化
発
酵
を
す
る
酸
化
酵
素
を
失
わ
せ
、

揉
捻
、
乾
燥
の
工
程
を
経
て
完
成
す

る
。
一
方
で
、「
颯
」
に
使
用
す
る
萎

凋
緑
茶
（
微
発
酵
茶
葉
）
は
、
収
穫

後
３
時
間
以
内
の
傷
を
つ
け
な
い
状

態
の
茶
葉
を
、
平
ら
に
広
げ
た
状
態

で
、
９
時
間
萎
凋
さ
せ
て
香
り
を
出

す
。
そ
の
後
、
釜
炒
り
式
で
殺
青
す

る
こ
と
で
香
り
高
く
仕
上
げ
、
２
回

の
揉
捻
を
経
て
乾
燥
し
て
完
成
す
る
。

　

こ
の
手
間
暇
か
け
て
作
ら
れ
た
萎

凋
緑
茶
を
一
部
使
用
す
る
こ
と
で
、

一
般
的
な
緑
茶
と
は
異
な
る
華
や
か

な
香
り
立
ち
を
実
現
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
視
認
性
の
高
い
黒
い
キ
ャ
ッ
プ

を
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、
６
２
０
㎖

Ｐ
Ｅ
Ｔ
容
器
は
、
凹
凸
の
あ
る
波
形

デ
ザ
イ
ン
で
、
特
長
で
あ
る
〝
華
や

か
な
香
り
〟
を
イ
メ
ー
ジ
。
ま
た
同

容
器
と
２
ℓ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
ラ
ベ
ル
に
使

用
し
て
い
る
イ
ン
キ
の
一
部
を
植
物

由
来
原
料
に
す
る
こ
と
で
、
環
境
負

担
低
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

既
報
の
通
り
過
去
10
年
の
新
商

品
の
中
で
発
売
初
月
実
績
が
最
高

と
な
る
約
１
５
０
万
箱
と
な
っ
た

が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
二
部
お
茶
・
水
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
の
星
野
浩
孝
リ
ー
ダ
ー

は
、「
若
年
層
や
女
性
層
な
ど
新
た

な
ユ
ー
ザ
ー
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
後
や
清
涼
感
を
求
め
る

シ
ー
ン
な
ど
様
々
な
飲
用
シ
ー
ン
を

開
拓
し
、
ま
ず
は
若
年
層
を
取
り
込

ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
た
。

�

（
Ｓ
）「べにふうき」の茶畑

釜炒り式での殺青工程

萎凋工程

萎凋中の茶葉

殺青後の茶葉

萎凋後の茶葉

アサヒ飲料
「颯」こだわりの〝萎凋緑茶〟紹介


